
                                 

                          

 

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）
の
年
回
忌
の
ご
案
内
で
す
。 

ご
縁
有
る
方
の
回
忌
法
要
の
確
認
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

回
忌
の
数
え
方
は
少
し
複
雑
で
す
。 

一
周
忌
は
一
年
後
に
行
い
ま
す
が
、
そ
の
後
三
回
忌
は
二
年
後
、
七
回
忌
は

六
年
後
と
一
年
ず
つ
前
に
行
い
ま
す
。
仙
台
で
は
右
図
の
よ
う
な
回
忌
を
お
勤

め
す
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
地
方
に
よ
っ
て
は
二
十
五
回
忌
、
四
十
三
回
忌

な
ど
の
回
忌
を
お
勤
め
す
る
地
域
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

ま
た
、
親
族
の
中
で
回
忌
の
近
い
方
を
合
わ
せ
て
お
二
人
分
の
回
忌
法
要
を

一
緒
に
執
り
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
親
戚
縁
者
が
遠
方
に
お
住
ま
い
の
た
め

親
族
だ
け
で
回
忌
法
要
を
さ
れ
る
方
な
ど
、
ご
家
庭
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
回

忌
の
お
迎
え
の
仕
方
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
故
人
に
思
い
を
馳
せ
、
今
あ
る

我
が
身
を
振
り
返
る
場
と
し
て
大
切
に
お
迎
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 

一 

周 

忌 

平
成
三
十
一
年 

令
和  

元  

年
（
２
０
１
９
年
） 

三  

回
忌 

平
成
三
十  

年
（
２
０
１
８
年
） 

七  

回
忌 

平
成
二
十
六
年
（
２
０
１
４
年
） 

十
三
回
忌 

平
成 

二
十 

年
（
２
０
０
８
年
） 

十
七
回
忌 

平
成 

十
六 

年
（
２
０
０
４
年
） 

二
十
三
回
忌 

平
成  

十  

年
（
１
９
９
８
年
） 

二
十
七
回
忌 

平
成  

六  

年
（
１
９
９
４
年
） 

三
十
三
回
忌 

昭
和
六
十
三
年
（
１
９
８
８
年
） 

三
十
七
回
忌 

昭
和
五
十
九
年
（
１
９
８
４
年
） 

五
十
回
忌 

昭
和
四
十
六
年
（
１
９
７
１
年
） 

七
十
回
忌 

昭
和
二
十
六
年
（
１
９
５
１
年
） 

百  

回
忌 

大
正  

十  

年
（
１
９
２
１
年
） 

 

 

境
内
の
花
々 

『徳泉寺報』後記  我が家では一年の初めに「今年
の漢字」を決めます。住職は「鸞」。親鸞聖人と向き合
う一年でありたいとの思いを込めました。坊守（ぼうも
り）は「労」。働くことと労（いた）わること。ふたつ
を同時にできる一年でありたいと思います。 

二 

月 

同 

朋 

会 

二
月
八
日 

第
二
土
曜 

時
間 

午
後
一
時
か
ら
四
時 

場
所 

徳
泉
寺 

同
朋
会
館 

持
ち
物 

念
珠
・
勤
行
本 

茶
菓
代 

５
０
０
円 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

  

万
両 


